
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
   
 

学 校 名 美濃加茂市立西中学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月８日（金） 

実 施 概 要 
 

授業参観 

弁当の日 

教育講演会 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 □成果発表 □交流活動 ■講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者                ５００人  
  計   ５３０ 人 

地域関係者                 ３０ 人 

実 施 状 況 
 

 ＜授業参観・弁当の日、教育講演会＞ 

（授業参観５００人 弁当の日参観１０人 講演会１５０人) 

○授業参観 

「確かな学力を育てるための展開を工夫した授業」の公開を全学級が行
った。参観後に生徒の様子や学校の取り組みについてアンケート形式でご
意見をいただいた。 

 

○弁当の日 

 生徒自らが弁当を作る日として設定。自分でできることは自分でやると
いうテーマをもとに、献立の作成、材料の買いだし、調理、盛りつけなど
に取り組んだ。その様子をＰＴＡ本部役員、市・地区のＰＴＡの方々にほ
ほえみ参観として参観いただいた。 

 

○教育講演会 

 一昨年より、「食」をテーマに教育講演会を実施しており、今年度も地
元出身の料理研究家の長尾明子先生をお招きし、「ごはんで町を元気に」
をテーマに講演会を行った。 



成果及び課題 
  

○授業参観 

 多くの方に参加いただき、生徒の様子や学校の取り組みについて、保護
者に理解していただくよい機会になった。 

生徒が落ち着いて授業に取り組んでいる様子を参観していただき、保護
者アンケートからも「誰もが安心して過ごせる学校」という項目では、５
段階評価で、昨年度より０．５８ポイント向上するなど、多くの項目で昨
年の評価を上回った。 

 

○弁当の日 

 生徒の約２０％が自分ひとりで、７０％が家族と一緒に作るなど、９０％
の生徒が取り組むことができた。 

（保護者の感想） 

・家族の分も一緒に作ってくれました。「おいしい」「ありがとう」と言
われてうれしかったようです。玉子焼きがなかなかうまく巻けずに大変
そうでした。他の子のお弁当の話などをいっぱいうれしそうに話をして
くれました。次の弁当作りのヒントになったようです。 

・朝の慌ただしい中で、慣れない事だったので、どうなるかと心配しまし
たが、無理のない程度のものを親子で考え、練習したかいもあって、初
めての弁当にしては上手にできました。作ることだけでなく、弁当箱に
詰める事も初めてだったので、苦戦している様子をみて、何事も経験さ
せることの大切さを感じました。本人も満足そうで、「また、やってみ
たい」と言っていたので、次からは一緒に作りながら、少しずつ工夫を
しながらできるようになるといいなと思いました。 

 

○教育講演会 

 地元出身で、全国的に活躍をしてみえる講師ということや、地域や小学
校にも開催のチラシを配布したこともあり、保護者だけでなく、地域の方々
の参加もあった。 

（保護者の感想） 

・今までの講演会と違って、地域の方がみえていたのが、新鮮で印象的で
した。西中保護者以外の方もつながるきっかけになればいいなと思いま
した。 

・食べることで、世代や地域がつながる近道なのかなあと思いました。ど
の写真も素敵な笑顔がたくさんあって、食べる事って、幸せな事なんだ
と改めて感じました。 

 
 ※「学校」には幼稚園を含む。 
 


